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略年譜

生井　英考

学　歴

1978 年 3 月	 慶應義塾大学文学部社会学科卒業

1986 年 6 月	 ICP（ニューヨーク国際写真センター）写真研究科修了

1989 年 6 月	� ICP-Bard 写真研究科修了（MFA in Advanced Photographic 

Studies）

職　歴

1980 年 10 月	� 朝日新聞社『朝日ジャーナル』編集部書評欄（休職期間をはさんで

1988 年 3 月まで）

1991 年 4 月	 共立女子大学国際文化学部専任講師（〜1994 年 3 月）

1994 年 4 月	 共立女子大学国際文化学部助教授（〜2002 年 3 月）

1994 年 1 月	 ラトガーズ大学史学部フルブライト研究員（〜1995 年 12 月）

1994 年 9 月	 プリンストン大学美術館研究員（〜1995 年 8 月）

2002 年 4 月	 共立女子大学国際文化学部教授（〜2007 年 3 月）

2002 年 4 月	 立教大学文学部兼任勤講師（〜2005 年 3 月）

2003 年 4 月	 立教大学法学部兼任勤講師（〜2012 年 3 月）

2007 年 4 月	 共立女子大学国際学部教授（〜2011 年 3 月）

2011 年 4 月	 立教大学社会学部メディア社会学科教授（〜2020 年 4 月）

2011 年 4 月	 立教大学アメリカ研究所員（現在に至る）

2013 年 4 月	 立教大学アメリカ研究所所長（〜2017 年 3 月）

2015 年 4 月	 立教大学社会学部メディア社会学科長（〜2017 年 3 月）

2017 年 9 月	 南デンマーク大学社会学・環境経済学科研究員（〜2018 年 1 月）

2018 年 1 月	 米ミシガン大学映画学部客員研究員（〜2018 年 9 月）
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所属学会

1982 年〜　Royal Photographic Society, London

1984 年〜94 年　民俗芸能学会

1984 年〜2004 年　日本民族学会

1987 年〜　�アメリカ学会／常務理事（2006 年〜16 年）・副会長（2016 年〜18 年）

『アメリカ研究』編集委員（2003 年〜2009 年）

1994 年〜2019 年　日本映像学会

1997 年〜　�アメリカ史研究会（現・日本アメリカ史学会）／『アメリカ史研究』編

集委員（1999 年〜2003 年）

2006 年〜　International Visual Sociology Association (IVSA)

学外活動歴等

1993 年　�第 2 回「バベル国際翻訳大賞」文学部門賞受賞（ティム・オブライエン

『カチアートを追跡して』国書刊行会・刊の邦語訳業に対して）

1997 年〜2006 年　東京都写真美術館評価委員

1998 年〜2006 年　「竹尾賞」選考委員

2020 年 4 月〜　朝日新聞書評委員

業　績

【単行本】
（単著）

『ジャングル・クルーズにうってつけの日―ヴェトナム戦争の文化とイメージ』
（筑摩書房、初版＝ 1987 年・改訂増補文庫版〔ちくま学芸文庫〕＝ 1993 年・新版〔三省堂＝

2000 年〕・岩波現代文庫版、2015 年）
『負けた戦争の記憶―歴史のなかのヴェトナム戦争』（三省堂　2000 年）
『空の帝国　アメリカの 20 世紀』（講談社、2006 年・講談社学術文庫版、2018 年）

（共著書）
宮家準編『『山のまつりと芸能』（平川出版社、1984）
井出義光・明石紀雄編『アメリカ南部の夢―ニューサウスの政治・経済・文化』（有斐閣、

19889
多木浩二・内田隆三編『零の修辞学』（リブロポート、1992）
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大島洋編『写真家の誕生と 19 世紀写真』（洋泉社、1993）
日本国際問題研究所編『アメリカ中産階級の現在』（日本国際問題研究所、1994）
大島洋編『記録される都市と時代』（洋泉社、1994）
嶋田厚編『現代デザインを学ぶ人のために』（有斐閣、1996）
青木保編『情報化社会の文化 3　デザイン・テクノロジー・市場』（東京大学出版会、1998）
日本ヘミングウェイ協会編『ヘミングウェイを横断する』（本の友社、1999）
樺山紘一編『20 世紀の定義 8〈マイナー〉の声』（岩波書店、2002）
有賀夏紀、油井大三郎編『アメリカの歴史』（有斐閣、2003）
山之内靖、酒井直樹編『総力戦体制からグローバリゼーションへ』（平凡社、2003）
五十嵐武士、油井大三郎編『アメリカ研究入門』（東京大学出版会　2003）
ジェレミー・フォックスとの共著『チョムスキーとグローバリゼーション』（岩波書店、2004）
油井大三郎、吉田裕ほか編『岩波講座「アジア・太平洋戦争」第 8 巻　20 世紀の中のアジア・

太平洋戦争』（岩波書店、2006）
古矢旬編『史料で読むアメリカ文化史　アメリカ的価値観の変容 1960 年代－20 世紀末』（東京

大学出版会、2006）
アメリカ学会編『原典アメリカ史　第 9 巻「唯一の超大国」』（岩波書店、2006）
小林憲二編『変容するアメリカ研究のいま―文学・表象・文化をめぐって』（彩流社、2007）
荒このみとの共編著『「アメリカ研究の越境」第 5 巻「文化の受容と変容」』（ミネルヴァ書房、

2008）
有賀夏紀、紀平英作、油井大三郎編『アメリカ史研究入門』（山川出版社、2009）
渡辺靖編『現代アメリカ』（有斐閣、2010）
アメリカ学会編『アメリカ文化事典』（丸善出版、2018）
奥村隆編『はじまりの社会学』（ミネルヴァ書房、2018）
南塚信吾編『情報がつなぐ社会史』（ミネルヴァ書房、2018）

【翻訳】
ティム・オブライエン著『カチアートを追跡して』上・下（国書刊行会、1992）第 2 回「バベ

ル国際翻訳大賞」文学部門賞受賞。1997 年に新潮文庫から文庫化。
アラン・トラクテンバーグ著『アメリカ写真を読む―歴史としてのイメージ』（白水社、

1996）
サンドラ・フィリップスほか著『クロッシング・ザ・フロンティア―アメリカ西部風景の変

容』（東京都写真美術館展覧会図録、1998）
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